
筑西市立中央図書館 図書館だより No.２８8 平成２９年（201７） 

『 をまこう チョコをまこう 』 
や節分の由来、チョコレートのお 子の作り

方など、節分とバレンタインに する本を
めました。 

『 業いろいろ』 
米作りから 作り、就労支援の手続きまで、 
幅広く取り揃えました。春に始めるなら今しか
ないですよ  

『ことばあそび』 
しりとりや回文、 を使って のたいそうを
始めよう 他にも に する本もたくさんあ
ります。 

児童 架おはなしコーナー 
申 不 です。お気 にどうぞほ 

● ちゃん向け み かせ 
2 月 9 日 木  13 30  

●図書 ボランティア み かせ 
2 月 12 日 日  14 00  

● ばらの会 
2 月 18 日 土  14 00  
「ひつじぱん」 絵本 ほか 

●あすなろの会 
2 月 26 日 日  14 00  
「きつねのつかい」 絵本 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

月の映画会 

『くろねこルーシー』 107 分  

2 月 25 日 土 14 00  
中央図書  室 
亀井亨/監督 
塚地武 、安めぐみ ほか/出演 
※申 不  
占い師のもとに現れた子猫 2 匹が 
教えてくれたしあわせなミライ…。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月号 

ブックコートと本の簡単修理 座 
日時 3月 24 日 13 30 15 30 
場所 中央図書  ボランティア室 
定員 名 
受付 中央図書 カウンターまたはお  

 
持参して くもの 
ブックコートをかける本を 2 冊ご持参ください。
その他の 具は、図書 で用意いたします  

しくは を てね  

エントランスギャラリー 
「写真展」2月 4 日 土 2月 18 日 土  

下 写友クラブ 

2 月の企画展示 

ミニコンサート 

2 月 21 日 火 13 30  
ハーモニカ・オカリナ・ギターの演奏会です。 

2 月の み かせ 



筑西市立中央図書館 

〒308-0826 茨城県筑西市下岡崎 1-11-1 

Tel：0296-24-3530 

ホームページ http://library-city-chikusei.jp  

 

２月の休館日：2/6、13、20、27（すべて月曜日）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ん あ な た の 知 ら な い 図 書 館 の 世 界 ん 

『ブックコート』ってなぁに  
“図書 の本”と“本屋さんの本”は、どこが うでしょう  図書 の本には、カバー、バーコード、
ラベル等、いろいろ 備

．．
がされています。今回は 3/24 に 催する「ブックコートと本の簡単修理 座」の

ブックコートについてお させて下さい。 
図書 の本にかかっているカバーの事をブックコート

．．．．．．
フィルムと います。ホコリやキズ、劣化から書籍

を守る 明なフィルムです。一度ブックコートをかけると剥がすのがとても大変なので、一発勝 と っ
てもいいです。料理本や持ち歩いて傷みやすいガイドブックや文庫本等にかけると効果的です。 

メーカーは「キハラ」や「日本ブッカー」等が有名です。個人で う事も可 ですが、カバーのかけ方に
してはプロに教えてもらうのが一番です。というわけで、お手持ちの本に、図書 の本のようなカバーを

かけてみたい方は、3/24 の「ブックコートと本の簡単修理 座」をよろしくお いします。 

砂糖は奈 時代に 真 がんじん と
いう僧が日本に伝えたそうですよ。ち
なみに私は、ニンジンを使ったお 子
がすきです♥ 
 

中央図書館ぬいぐるみスタッフ 

下 岡 崎 う さ こ 

菓 祖 『 田 道 間 守 命 』 

２月はバレンタインの季節ですね♡ お菓子業界は一番忙しい時期を迎えるそうです。年間の売上の半分はバ

レンタインの売上だとか…。バレンタインはもともと西洋の文化ですが、日本にもお菓子の神様はいるのです！ 

日本のお菓子の神様は、田道間守命（たじまもりのみこと）と言います。 

田道間守命は、但馬国（現在の兵庫県北部）の国主の子で、当時の大王（＝天皇）より“常世国（とこよの

くに）へ行き、『非時香木実（ときじく の かく の このみ）』を探して持ち帰る”という使命を受けた人物で

す。非時香木実とは、現在の『橘（たちばな）』であるとも言われています。 

『橘』はみかんのような実のなる木で、葉がいつも緑であることから、桜とは対照的に「永遠性・永続性」

の象徴と考えられていました。非時香木実（ときじく の かく の このみ）とは、時期を定めずいつも（＝ト

キジク）輝く（＝カク）実（＝コノミ）の意味で、黄金色に輝く実とされ、当時は不老不死の実とも思われて

いたようです。 

田道間守命は、橘を持ち帰るまでに 10 年かかりました。残念ながら日本へと戻る前に、大王はこの世を去っ

ていました。大王の墓に橘を捧げた田道間守命は、大王の死を悼み、声を上げて泣き叫んで死んだとされてい

ます。 

お菓子の神様・田道間守命を祀る神社としては中嶋神社（兵庫県豊岡市）が有名です。大宰府天満宮（福岡

県太宰府市）や吉田神社（京都府京都市）にも分社があるそうですので、お菓子好きの方は一度お参りしては

いかがでしょうか。昔は「菓子」と言えば「果物」のことだったそうで、『橘』を持ち帰った田道間守命が“お

菓子の神様”として祀られるのも納得ですね。 

 

〈参考文献〉 日本の神様がわかる本（172 ト） 戸部民夫 

 頼れる神様大事典（387 ト） 戸部民夫 

 橘（479.8 ヨ） 吉武利文 

た じ ま の も り の み こ と


